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研究分野：人文学 
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キーワード：世界文学、翻訳、広域英語圏文学、ラテンアメリカ文学、ロシア東欧文学 

 
１．研究計画の概要 

本研究は現在の世界の文学の複雑なプロ

セスを全体としてとらえるために、以下のよ

うな問題の解明に焦点をあてる。 

(1)ヨーロッパ周辺の越境的な文学のあり

かた ロシア東欧の亡命文学の場合。 

作家たちの越境・亡命体験や、異文化との

接触が、その創作にどう影響し、また亡命作

家の存在が西側の文学にどんなインパクト

を与えたかについて総合的な研究を目指す。 

(2)ヨーロッパ周辺の越境的な文学のあり

かた 広域スペイン語圏文学の場合。 

ラテンアメリカ文学や北米のスペイン語

文学に本質的に備わっている越境性に焦点

をあて、その文学的意義と現代世界の文学に

与えつつある影響を解明する。 

(3)翻訳の役割と、「世界文学」論の展開お

よび新たなカノンの形成。翻訳と原作の関係、

原作に備わる文化的アイデンティティの翻

訳による変容といった側面を重視する。 

 

２．研究の進捗状況 

(1)2008 年度 ロシア東欧、広域英語圏、

広域スペイン語圏、亡命・越境文学など様々

な分野の研究を並行して進めた。今年度重点

課題としたのは、欧米の周縁や日本も視野に

入れて世界文学の現状を総合的に把握しな

がら、欧米中心主義的な世界文学像の再検討

を試みることである。 

若手研究者の積極的な参加を得て国際ワ

ークショップ「翻訳と世界文学」や、越境・

移民文学をめぐるシンポジウム「未来への郷

愁」を主催したほか、日本ロシア文学会全国

大会においてワークショップ「ロシア文学に

とって翻訳とは何か？」を組織した。 

(2)2009 年度 今年度重点課題としたのは、

「グローバル化時代の越境的体験と文化的

アイデンティティ」であり、具体的には、現

代アメリカの作家レベッカ・ブラウン、ブラ

ジルの映画研究者ヴィエイラ、ロシアの作家

アクーニン、ベルリン在住のソ連出身作家カ

ミーナーなどをゲストとして招き、講演会・

セミナー等を開催するとともに、それぞれの

作品の分析を行なった。 

また 7 月には加藤有子の企画協力により、

「シュルツ祭」というシンポジウムを行い、

ポーランドのユダヤ系作家シュルツの創作

と生涯を検討し、10 月にはボルヘス会に協力

して、ボルヘスと南北アメリカという主題を

機関番号：１２６０１ 

研究種目：基盤研究（Ｂ） 

研究期間：2008～2012 

課題番号：２０３２００５２ 

研究課題名（和文）グローバル化時代における文化的アイデンティティと新たな世界文学カノ

ンの形成  

研究課題名（英文）Cultural Identity and the Formation of a New Canon of World Literature 

in the Age of Globalization 

研究代表者 沼野 充義（NUMANO MITSUYOSHI） 

  東京大学・大学院人文社会系研究科・教授 

研究者番号：４０１８０６９０ 



 

 

検討した（野谷・柴田）。11 月にはセルビア

出身のキシュをめぐるシンポジウムを、奥彩

子・山崎佳代子ら専門家の参加を得て行なっ

た。2010 年 3 月には海外から 6名のナボコフ

研究者を招いて連続講演会を行なった。 

(3) 2010 年度は、「グローバル化時代の世

界文学の多様性と多言語性」を主要課題とし

た。広域英語圏については、非英語圏出身作

家の英語文体の研究に重点をおき、コンラッ

ドやナボコフ、イシグロなどの例を取り上げ

た。広域スペイン語圏では、キューバ、コロ

ンビアなどのカリブ海圏の文学に重点を置

き、この地域の言語と文学の多様性を研究し

た。ロシア東欧圏では、この地域における多

民族性・多言語性に重点を置き、民族・言語・

文化的アイデンティティの関係を研究した。

また代表者沼野はストックホルム、韓国、モ

スクワなどの学会で、ロシア東欧文学とアジ

ア・翻訳などのテーマで発表し、この分野に

おける国際的交流を推進した。 

ゲスト講師を招いての研究集会・セミナー

なども積極的に開催した。うち特に重要な３

つの国際シンポジウム等については、それぞ

れ報告集をまとめて 2011 年 3 月に刊行した

（「本郷の春－ナボコフと亡命ロシア作家た

ちをめぐる連続講義の記録」、「ロシア文学と

東アジア」、「社会制度としてのロシア文学」）。 

 

３．現在までの達成度 

①当初の計画以上に進展している。 

（理由）各分野の研究分担者が旺盛な国際

的活動を行なった結果、海外の研究者・作家

を招いてのコンファレンス・セミナー・研究

集会などを予定よりも頻繁に行い、学術交流

及び個別の作家の事例研究に関して、豊かな

材料を集め、検討することができたため。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 これまでの 3年間に収集した豊かな事例や

積み重ねた分析結果に基づいて、残りの 2年
間では、多分野的視点から総合分析していく
ことを目指す。平成 23 年度は「現代世界文
学と翻訳」を、平成 24 年度は「新しい世界
文学像とカノンの形成」をそれぞれ主要課題
とする。そして平成 25 年 3 月に、5年間の研
究の総まとめとして国際シンポジウムを開
催し、その研究報告集を単行本として出版す
る。 
 
５.代表的な研究成果 
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